
消防だより

平成30年３月出動件数

（平成30年３月31日現在）

火災・救急・救助は

【上島町消防署】☎77-4118

かんきつ開花期防除

しまなみ
農業だより

ハ
ナ
ム
グ
リ
、
ケ
シ
キ
ス
イ
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
（
ス
リ
ッ
プ
ス
）

な
ど
の
訪
花
害
虫
は
、
花
の
花

粉
や
蜜
を
食
べ
よ
う
と
花
に
集

ま
り
、
尖
っ
た
鉤
爪
な
ど
で
柔
ら

か
な
幼
果
の
表
面
を
傷
つ
け
ま

す
。
防
除
対
策
は
殺
虫
剤
を
散

布
し
て
、
花
が
咲
い
て
い
る
間
こ

れ
ら
の
虫
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
花
が
咲
い
て
虫
に
傷

を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で

は
、い
く
ら
薬
を
散
布
し
て
も
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
開
花
初
め

の
散
布
が
効
果
的
で
す
。

訪
花
害
虫４月４日(水)、岩城造船(株)の新人社

員５名が、消防体験に来署しました。
体験者には、消火器やポンプ車による

放水訓練をはじめ救命処置や救助訓練
に取り組んでいただき、最後に意見交換
をして、消防体験は終了しました。

今回の消防体験で学んだことを、これ
からの業務に活かしていただきたいと思
います。

かんきつは開花期に訪花害虫や灰色かび病の被害を受けると、傷が残って商品性が著しく低下してしまいます。しっかり防除してきれいな果実をつくりましょう！

岩城造船新人社員が
消防体験！

３
月
７
日
（
水
）、
自

治
体
消
防
制
度
70
周
年
記

念
式
典
に
お
い
て
、
平
成

29
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
島
町
か
ら
は
魚
島
方

面
隊
長　

山
下
一
久
氏

山下方面隊長
おめでとうございます

消防庁長官表彰受賞

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H30累計
火災 ０ ０ ０ ０ ０ １
救急 10 12 11 2 35 128

花
び
ら
と
幼
果
の
間
に
灰
色

か
び
病
の
カ
ビ
が
生
え
る
と
果

実
に
傷
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

灰
色
か
び
病

防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ

訪
花
害
虫
は
開
花
初
め
、
灰

色
か
び
病
は
８
分
咲
き
か
ら
落

弁
期
が
防
除
適
期
で
す
。
で
す

か
ら
、
品
種
に
よ
っ
て
開
花
期
に

ず
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
々
に

湿
度
が
高
い
と
カ
ビ
が
生
え
や

す
い
た
め
、開
花
期
に
雨
が
多
い

と
被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。

防
除
対
策
は
、
８
分
咲
き
か

ら
落
弁
期（
花
び
ら
が
落
ち
る
時

期
）に
殺
菌
剤
を
散
布
し
て
カ
ビ

が
生
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
剤
を
散

布
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。と

は
い
え
、
殺
虫
剤
と
殺
菌

剤
を
混
用
し
て
１
回
の
散
布
で

済
ま
せ
た
い
、と
い
う
が
本
音
だ

と
思
い
ま
す
。

１
回
の
散
布
で
対
応
す
る
に

は
、
天
候
に
応
じ
て
タ
イ
ミ
ン
グ

を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

好
天
が
続
き
一
気
に
開
花
が

進
む
よ
う
な
ら
、
病
気
よ
り
も

訪
花
害
虫
の
多
発
生
の
ほ
う
が

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
主
力
品

種
の
開
花
が
５
分
程
度
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
散
布
す
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。

春
の
到
来
が
遅
く
、
花
冷
え

し
て
だ
ら
だ
ら
と
開
花
が
続
く

よ
う
な
ら
、
訪
花
害
虫
の
発
生

が
遅
れ
、開
花
期
に
は
ま
だ
少
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
主
力

品
種
の
満
開
期
に
散
布
す
る
の

が
良
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
散

布
を
１
回
で
済
ま
す
と
き
の
考

え
方
で
あ
って
、
確
実
に
防
除
す

る
た
め
に
は
、
開
花
初
め
と
８
分

咲
き
～
落
弁
期
の
２
回
散
布
が

原
則
で
す
。

【訪花害虫】ハナムグリ【訪花害虫】ケシキスイ

【訪花害虫】アザミウマ類灰色かび病

が
、こ
れ
ま
で
消
防
人
と
し

て
消
防
団
活
動
に
献
身

し
、
地
域
住
民
の
安
全
確

保
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

讃
え
ら
れ
、
永
年
勤
続
功

労
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

上島町消防団	魚島方面隊
山下一久　方面隊長

自
治
体
消
防
制
度
70
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
上

島
町
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

日
本
防
火
防
災
協
会
か
ら

会
長
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

上
島
町
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
は
平
成
５
年
４
月
に
発

上島町幼年消防クラブに表彰
日本防火・防災協会会長表彰

足
し
、防
火
パ
レ
ー
ド
を
は

じ
め
と
す
る
火
災
予
防
の

活
動
を
保
育
所
ご
と
に
継

続
し
て
い
ま
す
。
長
年
に

渡
る
積
極
的
な
活
動
が
讃

え
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

弓削総合支所住民課
今井　稔　課長

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

　
危
険
物
の
専
門
知
識
を
要
す
る
資
格

試
験
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
試
験
会
場
や
受
験
方
法
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
次
の
連
絡
先
に
電
話
を
す

る
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
確

認
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
上
島
町
消
防

本
部
で
も
受
験
案
内
と
願
書
を
無
料
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

愛
媛
県
支
部

　
☎
０
８
９
‐
９
３
２
‐
８
８
０
８

　
　

	「
危
険
物
取
扱
者　
愛
媛
」で
検
索

放水体験

応急手当研修

はしご登はん（15m）

上
島
町
総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
平
成
30
年
度
上
島
町
総
合
防

災
訓
練
を
下
記
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

【
日
時
】　
５
月
27
日（
日
）

　
　
７
時
55
分
～（
小
雨
決
行
）

【
場
所
】　
上
島
町
全
域

【
参
加
】　
上
島
町
民
・
消
防
団
員

　
自
主
防
災
組
織
・
防
災
士
・

　
町
職
員

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、「
自

助
」「
共
助
」
が
重
要
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
訓
練
や
、

ご
近
所
の
方
と
顔
を
合
わ
せ
て

防
災
に
つ
い
て
お
話
を
す
る
こ
と

は
、そ
う
し
た「
自
助
」「
共
助
」

へ
の
第一歩
で
す
。
多
く
の
方
に

よ
る
、
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重

ね
を
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
何
よ

り
心
強
い
備
え
と
す
る
た
め
に

も
、
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

岩城の放水訓練
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